
帯状疱疹を予防するワクチンは 2 種類です。各々の特徴と⾧所・短所をまとめました。 

 
帯状疱疹予防（水痘） 帯状疱疹予防（シングリックス） 

種類 生ワクチン 不活化ワクチン 

接種回数 １回 ２回(２か月後に２回目) 

遅くとも６か月後までに接種 

予防効果 50～60％ 90％以上 

持続期間 5 年程度 9 年以上 

副反応 接種部位の痛み 

腫れ、発赤 

3 日～1 週間で消失 

接種部位の痛み 

腫れ、発赤 

3 日～1 週間で消失 

料金 7,340 円（税込） 22,220 円/1 回（税込） 

※2 回の接種が必要です 

⾧所 1 回の投与でよい 

治療費が安い 

予防効果が高い 

持続時間が⾧い 

不活化ワクチンなので免疫用句製剤や抗

癌剤を使用中のかたにも使用できる。 

1 週間で他のワクチンを接種できる。 

（実際は期間の制限はないようです） 

短所 持続期間が短い 

予防効果は劣る 

免疫が低下している方には使用できな

い 

接種部位の疼痛が強い 

2 回の接種が必要 

治療費がとても高い 

  

 

 

 


